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別 紙 

会 議 の 経 過 
平成２７年３月１２日（木） 

午 前 ９時２８分 開議  

 

◎ 開会・開議の宣言 

○議長（泉 敏夫君） それでは、おはようございます。本日は、ご苦労さんでございます。 

 初めに、保健福祉課長から、お手元の資料の配付の説明がありますので、これを許します。須川

課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 皆さん、おはようございます。 

 一昨日の全員協議会の場所におきまして、新年度からの保育料についての資料の提供をというこ

とで求められていましたので、資料のほうを配付させていただいております。その資料の説明のほ

う、させていただきます。 

 まず、１枚目のカラー印刷の部分でございます。 

 保育料の算定の考え方についての資料でございます。 

 まず、３歳未満につきましては、保育の標準時間１０時間と短時間８時間の料金がございます。

その保育短時間の部分について、伊根町は保育料として制定しております。まず、非課税世帯につ

いてはゼロ円と国基準がなっておりますが、それはそのままゼロ円、あと国の定める基準の半額を

伊根町の保育料ということで採用させていただいております。 

 続きまして、３歳以上でございます。３歳以上につきましても、保育標準時間と短時間の標準が

示されておりますが、保育短時間のほうの国基準を半額ということで全階層で制定させていただい

ております。 

 また、７、８につきましては、保育短時間の半額とすると、前の保育料より上がるという現象が

発生しました。ということで、前回の料金の同額を据え置きと、７階層、８階層についてはしてお

ります。 

 ２枚目の資料をごらんください。 

 これが３歳未満児の保育短時間、伊根町の保育料の新旧対照表でございます。 

 第１階層についてはゼロ円がゼロ円、第２階層８，０００円でしたのが４，５００円ということ

でマイナス４３．８％の減としております。第３階層は１万６，０００円が９，６００円、第４階

層については２万３，０００円が１万４，８００円、それぞれ国基準の半額とさせていただいてお

ります。 

 次のページをごらんください。 

 ３歳以上児の保育料金でございます。それぞれの階層を国基準の半額としております。第２階層

でしたら５，０００円を３，０００円ということで４０％の減額となっておりますが、７階層、

８階層については現料金を据え置きという形で保育料のほうを決定させていただいております。 

 以上、資料の説明とさせていただきます。 

○議長（泉 敏夫君） ただいまの出席議員は全員です。 
 これから直ちに本日の会議を開きます。 
 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 
 

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（泉 敏夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定によって、議長において 
           ３番、濱 野 茂 樹 君 

           ７番、佐 戸 仁 志 君を指名いたします。 

 

◎ 日程第２ 議案第２号 
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○議長（泉 敏夫君） 日程第２、議案第２号 平成２７年度伊根町一般会計予算を議題とし、こ

れから質疑を行います。 

 なお、質疑は、慣例により歳入全般を一区切り、歳出の１款議会費から４款衛生費までを一区切

り、５款労働費から８款土木費までを一区切り、９款消防費から１４款予備費までを一区切り、合

計４区切りとします。よろしくお願いします。 

 また、十分審議が尽くされるよう、２７年度全会計予算議案の質疑の回数は、事情が許します限

り制限しないこととしたく思います。これに異議はありませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。平成２７年度全会計予算議案の質疑の回数は、事情

が許す限り制限しないことと決定しました。十分な審議が尽くされることを期待します。 

 初めに、一般会計予算の歳入全般を対象として質疑を行います。３番、濱野茂樹君。 
○３番（濱野茂樹君） おはようございます。 

 保育料について、いま一度説明のほうを求めたいというふうに思うわけでございますが、当初予

算では５７７万４，０００円、こちらについては、新たな新しい保育料のほうの算定にはなってい

ないという説明であったと思います。 

 これについて、新しいこの保育料金額に積算し直した場合、どのぐらいの金額になるのか、また

他市町村の保育料の見直しを議会のほうで上程されておりますが、他市町村の状況、金額設定につ

いて、こちらについても説明を求めます。また、この階層区分ごと、平成２７年度において、何名

の方が大体対象になるのか、それについての説明を求めます。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 説明させていただきます。 

 新料金での料金５７５万４，６００円でしたが、新しい料金体制では４００万９，２００円を見

込んでおります。差額については１７３万６，０００円でございます。 

○議長（泉 敏夫君） 休憩します。 

休憩 ９時３６分 

再開 ９時３８分 

○議長（泉 敏夫君） 再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 階層ごとの区分でございます。伊根町では、来年、２階層に６人、

３階層に１３人、４階層に１６人、５階層に７人、６階層に１名ということで試算しております。

７・８階層については、当町では見込んでございません。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） となりますと、近隣では、平均では伊根町の保育料が一番安いだろうとい

う理解でよろしいですか。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 現在伺っている段階では、階層ごとに、階層区分が多いところで

は１２とかございますんで、それで多少のばらつきがありますけれども、ほとんどの階層で伊根町

が安いものと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 今回の保育料の軽減された理由というのは、保護者負担の軽減、あとほか

にも何かしらの軽減に当たってのビジョンといいますか、こういうことがあって軽減に踏み切った

んだよという、その辺の話がもしあれば、町長さんのご所見をお伺いしたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） これはもう、我が町の少子化に対する子育て支援、それであります。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 子育て支援ということでございますが、そのほかに、例えばこれを機に、

教育費も無償化に１３カ月予算でもなった分もあります。今回の当初予算でも、教材費とかその辺

が無償化の提案がされているわけですが、これを機に定住促進とか、そういった面についてのお考
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えはあるのかどうかお伺いいたします。 

○議長（泉 敏夫君） 吉本町長。 

○町長（吉本秀樹君） 定住促進という意味もございますね。我々、いつも言っているんですけれ

ども、他の市町よりもうちの町がいいんだと、これだけうちの町の制度なり支援、子育て支援、町

全体としての子供を育てるそういう支援が充実しておるんだということは言いたい。そういうこと

が定住促進につながってほしいけれども、つながるともなかなか言い切れないんですね。 

 前も言いましたように、大きな市町があって、その真ん中あたりに我が伊根町が存在しているの

なら、そういう制度を導入すると、ごいごいと周りから集まってきますね、安い住宅も建てて。だ

けれども、いろんな仕事の関係とか、いろんなことがございますね、諸所の状況が。やっぱり、外

れのほうでは、そういったものをしたからといって、人がやってくるという、そういうことには、

ううん、つながるかどうかは甚だ問題があります。 

 しかしながら、そういう思いも確かにございます。ただただ、それがつながる、だからやるんだ

というふうには考えてはおりません。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 我々も、少なからずそういったことを期待しているわけでございますので、

できましたら広く、伊根町、こういった取り組みを積極的にやっているんだと、当初予算の記者会

見でも大きく新聞の見出し、またネット関係でも取り上げられておりました。 

 引き続き、こういった取り組みについて、広く広報・啓発のほう、していただくようにお願いし

たいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はございませんか。６番、大谷功君。 

○６番（大谷 功君） １８、１９ページの１３款使用料及び手数料 ６目土木使用料の町営住宅

使用料です。 

 ２５年度決算におきましても２６年度予算におきましても、１，８００万円程度上がっておるわ

けですが、４００万円程度、今回落ち込んでおるわけですけれども、これの要因というのを教えて

いただきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 町営住宅のほぼ４００万円の減額の要因です。これについては、

空き家が多くなっているという状況で、前年度並み、約４００万円の減額となっておりますが、現

時点でそこから４戸ぐらい、３月で埋まっておりますので、もう少し実際の収入は上がってくると

思いますが、これの倍ぐらいの空き家があったということで、その時点での計算ということにして

おりますので、前年度より下げた格好での収入見込みを計上しております。 

○議長（泉 敏夫君） ６番、大谷功君。 

○６番（大谷 功君） それでは、各住宅の空き家数というのを、また後でよろしいんで、また提

示をお願いします。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。１番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） すみません。同じく１９ページの使用料及び手数料の民生使用料のいきい

き交流施設の使用料３万２，０００円ですけれども、これは具体的にどこの使用料になるのか、ち

ょっと教えていただけますか。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） いきいき交流施設使用料につきましては、筒川の本坂にございま

すいきいき交流ハウスの使用料となっております。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） その使用料は、冬の独居老人の方々の使用料も含まれておりますね。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） はい、冬季の入所の使用料も見込んでございます。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） 火葬場の使用料なんですけれども、昨年は何件ぐらい利用されたんですか。

年々減ってきとるのか、ちょっとお聞きしたいんですけれども。 
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○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 平成２６年度、今年度の現在の状況で１１件程度の利用となって

おります。 

○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） 年々、やっぱり使用件数は減ってきておるんですか。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） はい、おっしゃいますとおり、年々使用件数は減ってきておる状

況でございます。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 本予算書２３ページの衛生費の府補助金、これの主な減額要因と、次のペ

ージの２５ページの農林水産業費の府の補助金の増額要因の主な事業をちょっと教えていただけま

すか。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 衛生費の減額要因でございますが、避難施設等緊急時電力確保促進事

業が平成２６年度には収入で計上してございました。これがなくなりましたことによる減額が主な

要因でございます。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 農林水産業費の府補助金の増額要因でございます。新規事業とし

まして、需要対応型特産物生産支援事業補助金、これと集落営農発展型農場づくり事業補助金、こ

れで約１，０００万円ほど新規事業として増額しております。 

 また、多面的機能、もとの農地・水・環境保全対策事業でございますが、これにつきましても、

府補助金も一緒に入ってきてお支払いすることになったことから、これもふえておりますので、そ

れらで１，４００万相当の増額となっております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 先ほどの大谷議員の住宅の現在の空き家数につきまして、答弁保

留しておりましたので報告させていただきます。 

 現在、伊根町の公営住宅等の空き家総数は６戸となっております。内訳につきましては、日出の

単身住宅が１戸、井室の単身住宅が１戸、本庄宇治の特定公共賃貸住宅が１戸、筒川本坂団地が

３戸となっております。 

 現在、まだこの中で何件か相談を受けておりますので、今月中にもう少し入居が埋まる予定とし

ております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 町営住宅使用料で、先ほどのあきの戸数６戸、本坂については、かなり以

前からもうあきが続いている状況というふうに思うわけなんですが、収入確保のこと等考えると、

公営住宅法の絡みで住宅料を下げるとかといったことはなかなか難しいのかもわからないんですけ

れども、何らかの手だてが必要になってきているんではないかなと思うんですが、その辺の認識は

いかがでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 本坂団地につきましては、もうこの３戸はずっと埋まらずに、増

減もなく空き家の状況でございます。使用者がいないということで、なかなか傷みも早くなるとい

うおそれもありますので、何とか、入居の相談があったときに、本坂でもいい人は優先的に入れさ

せていただきたいと思いますが、やっぱり現地を見ますと、どうしても一番条件不利地域的な思い

が、入居希望される方もおられまして、ほかのところから埋まるんが現状でございます。 

 ただ、それに対して、家賃のほうの設定ですけれども、これにつきましては、住宅法で建てた家

賃でございますので、収入に応じた、あとは耐用年数とか建物の広さとか、そういうことでも決定

しておりますので、これを半額にするとか８掛けにするという町長の裁量は今のところ認められて

いないのが現状です。 

 安くしたから来るかというと、そこもちょっと疑問はあるんですが、ただ空き家いうのはやっぱ
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り何も生みませんし、負の遺産となりますので、有効活用といいますか、違う使途でも、いきいき

交流ハウスでは冬の間に住んでいただいている方もおられますし、そういうような別の、購入者目

的の短期的な活用とかもちょっと目指していきたいと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ぜひ積極的に埋めていただくようにお願いしたいのと、あと、毎年のよう

に滞納されているといいますかいう方もいらっしゃると思うんですね。そういった場合には、新た

な、善良なという言い方はちょっと失礼かもわかりませんが、方に入っていただくというようなこ

とも考えていかなければ、町として取り組んでいかなければならないのかなというふうに思うんで

すが、そのあたりはいかがでしょう。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 毎年、決算時期に滞納で繰越金が発生しておりますが、この方々

につきましては、何とか翌年に、少しおくれますが、その分は納めていただいておるということで、

火の車のような、そういうような状態の入金状況でございますが、３カ月以上滞納すると退去命令

出せます。ここまではならないような形の収入をしていただいておるということで、これが滞るよ

うでしたら退去命令も出せますので、そこまではいっていないという状況でございます。 

○議長（泉 敏夫君） 質疑はありませんか。それでは質疑がないようでありますが、これで質疑

を終わりたいと思いますが、異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、歳出１款議会費から４款衛生費を対象としての質疑を行います。３番、濱野茂樹君。 
○３番（濱野茂樹君） ８５ページ、健康増進事業で、健康ポイント補助ということで事業増進と

いうことで昨日お伺いしました。 

 これについて、幾らぐらいそういったものを受講なり受診すればそのポイントがたまって、町内

で使える商品券でしたか、それにかわるというのは大体何回ぐらいを想定しているのかお聞かせ願

います。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） まだ、その詳細には、検討しているところなんですけれども、商

品券については５００円程度の商品券を考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） これは、健診を受診した場合にポイントが付与される、それ以外に健康増

進教室に行った場合にもポイントが付与される。大体何回で５００円なのかというのは、わからな

いもんですか、まだ。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 現在、先ほどから申していますように、ちょっと検討しておりま

すので、詳細が決まり次第、また報告のほうさせていただきたいというふうに考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） ７３ページのサロン型カフェの推進事業についてなんですけれども、今現

在２カ所で寿茶屋が開催されているということなんですけれども、中で試験的に各地域で何カ所か

やられていますね。 

 それで、いろいろと話を聞く中で結構大変好評で、できたらうちの地元でもやってほしいという

意見を聞きますので、それというのも、例えば介護をされておる方なんか、なかなか外へ出ること

がないんですけれども、そういう場に出て気分転換ができると言われる方もおるし、やっぱり常に

なかなか集まって話をすることもできないいう方も、そういう機会を利用して、みんなと一緒に人

仲できるということが大変好評みたいなんで、できたら、なかなか遠いところまで、ほかの地域ま

で出向いていうのはなかなか難しいと思うんで、できたらその各地域に、地元で開催できるように、

早急にそういう開催ができるようにしていただきたいと思うんですけれども、大体めど的なものは、

いつごろにそのほかの地区でもできるとかそういう、まだ決まってはいないんですか。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 
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○保健福祉課長（須川清広君） サロン型カフェの質問でございますが、先ほど、おきなぎの家と

いきいき交流ハウスは固定型ということでやっております。 

 本年、さらに出前型ということで月４回程度を考えております。準備がかかると思いますので、

早ければ４月早々と言いたいところですけれども、少し日程調整等を考えると、５月、６月ぐらい

からの開始かなというふうに考えております。 

 箇所については、できるだけ細かく回れるような形はとりたいというふうに考えております。一

昨年につきましては、本庄浜と新井崎等でも開催させていただいて好評だったということもありま

すし、その辺を踏まえて、また地域のほうは決定していきたいというふうに考えております。 

 また、介護されている方も参加できるようにというようなことでございましたけれども、介護を

されている方の家族交流いう事業もございますし、またその辺で案内のほうさせていただきたいと

いうふうに思っております。 

○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） その中でいろいろと聞いておるんですけれども、例えば座椅子が、試験的

にやられておるとこなんですけれども、座椅子ができたら用意してほしいとか、それとまあこれは

なかなか難しいことだと思うんですけれども、寝たきりではないんですけれども、高齢者の方でも

う家から全然出ないいう方もおりまして、やっぱりそういう、うちの中で外へ出るように仕向けて

もなかなか言うことを聞いてもらえんいうことがあって、できたら、例えば若い女性の方とかがど

うだと声かけてもらったりしたら、ひょっとしたらうちのじいさんもそういうところへ出向いてく

れるんじゃないかという希望を持ってられる方もおるんで、そういうケア的なもんもできたら、な

かなか難しいことだと思うんですけれども、ちょっといい知恵を絞っていただいて、そういう方面

でもちょっと援助していただいたらなと思うんですけれども、できる範囲で考えていただいたらと

思います。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） サロン型カフェにつきましては、認知症対策が主な目的ともなっ

ております。閉じこもりについても目的とはしておりますが、その辺も踏まえて、また対応のほう

考えていきたいというふうに考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） ３９ページの防災行政無線設備管理運用費というところで、伊根地区の火

事があったときに無線が聞き取りにくかっただとか、また最近、災害とかそういったときにちょっ

と無線機が聞き取りにくいということを聞いておるんですが、原因とかいうのはわかっておられる

んでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいま、防災無線の受信機あるいは送信システムの不調の原因とい

うことでご質問をいただきました。 

 それで、実際の災害時のその送信体制なんですけれども、今回のように火災の場合ですと宮津与

謝消防署の指令室から送信されます。そのときに、これは指令室の中の事情になるんですけれども、

実際にその１１９番通報を受けながら、各消防団員さんが持っておられる無線機、こちらのほうへ

の火点告知、それと防災無線による火点告知、それと電話による火点の告知、こういった関係を一

気に行います。 

 それで、これを当直の職員が行うわけですけれども、その中で、防災無線ですと、例えばスイッ

チを入れてシステムの表示箇所を目視しながらそれを読み上げるということになります。録音した

ものでやるのではなくて現場でやっております。そのために、スイッチを入れてから実際に音声、

送信職員が声を発するまでの間に１０秒とか２０秒、こういったあたりの時間が起こることがあり

ます。これは、私も何度も経験があるんですけれども、深夜ですとブチブチというような音が入っ

たりですとか、昼間でも何かしらガサガサ音がするんだけれども、入りにくいと、それを皆さん感

じられるんですけれども、実際には声が出せていないという状況もあります。 

 そんな中で、なるだけ正確、迅速、火点告知をしていくというのは非常に大切なことですので、

このあたりを努めていかなければならないというふうに思っておりますが、何分今申し上げたよう
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な事情でございます。 

 また、通常の放送といいますか送信も不具合があるのではないかというようなことも聞かせてい

ただきました。そんな中で、それぞれの戸別受信機に係る問題につきましては、お電話をいただき

ました際には担当職員がお伺いしまして、テスト電波を出しまして実際に確認いたしまして、受信

機の不具合であるようでしたら交換を速やかにさせていただいております。 

 全体のシステムということになりますと、年に１回の定期点検等を行っております。今の状況で

は、特にメーカーのほうから不具合ということは聞いておりませんので、戸別受信機の問題である

ということであれば、また役場のほうにご一報いただければ、それぞれ担当職員で対応させていた

だきたいと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） ここに修繕料で３４０万ほど上がっておるんですが、それに関するこれ修

繕費なんですか。また、戸別の機械に関して、購入する場合は個人の負担が要るのか要らないのか、

お願いします。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 防災無線の修繕箇所につきましては、屋外子局のバッテリー

交換が６局、菅野中継局の局舎の修繕が一式、それと移動系遠隔制御装置が１カ所という内訳とな

っております。 

 戸別受信機につきましては、各世帯１台目は無料です。２台目購入を希望される方につきまして

は、実費相当分をいただいております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ３７ページ、行政共通事務費の一般事務ということで、期限付任用職員

１名分の増というふうにお伺いしております。この職員については、どのような職を当たる予定な

のか説明を求めます。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいまご質問いただきました行政共通事務費の一般事務でございま

すが、平成２６年度につきましても人事異動によりまして総務課の職員が１名減ってございます。

その分を、教育委員会が職員が増となり、年度の途中で予算の組み替えをさせていただきまして、

総務課のほうで職員を雇用させていただきまして、総務課の一般事務補助をさせていただいており

ます。 

 この職員が、２６年度は当初に予定がなく、２７年度は２６年度の途中で起こったことを当初の

段階で計上させていただきましたので１名増となってございます。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） ４３ページの地域情報基盤維持管理事業ということで、光ファイバーをよ

うやく伊根町にもやってくるということで、そういった中でアンケート調査のほうがあったと思う

んですが、そのアンケート調査の結果といいますか、どのような状況だったのかお聞きしたいです。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 現在の回収率ですけれども、回収率が約３０％の回収をさせ

ていただいております。 

 それで、現在、ＡＤＳＬ回線を引いておられる方で９８％の方が、光が敷設された場合、光回線

に移行してもいいという回答をいただいております。その他、現在はＡＤＳＬ回線を引いておられ

ない方のうち７７人の方が、新たに光ファイバーが敷設された場合に光回線を導入してもいいとい

う回答をいただいております。 

 現在、取りまとめ最中で、速報ということでご報告させていただきます。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） すみません、同じ質問なんですが関連して、蒲入地区なんかは、私の聞い

ている限りでは、今現在、回線が少ないので使えない方が多いということで、大変いい事業だと思

います。 

 それで、この光回線を使って、将来、アナログである伊根の防災無線をデジタル化するような計
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画があるのかないのかお聞きしたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵総務課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいま、現行のアナログ防災無線の代替システムを光回線を使って

できないか検討しているかというご質問でございますが、方法としてはあるのかなというふうに考

えております。 

 それで、具体的な事業費につきましては、まだ積算はしてございません。実際にそれを行ってい

くかどうかという判断ができるほどの材料を持ち合わせていないというのが現在の状況でございま

して、実際に各世帯に、全ての世帯に、防災無線装置と同じ、受信装置のかわりになるものですか

ら全世帯に敷設が必要となりますが、そういった場合の公費で敷設するのかご負担を願うのか、こ

ういったあたりもございますし、それを公費で全てやっていった場合、防災無線システムはランニ

ングコストとしては電気代ぐらいになるんですけれども、光回線を使ったものになりますと通信料

が発生するだろうというふうに考えております。こうした場合の費用負担の考え方、このあたりも

まだ整理できてございません。 

 そういったわけで、技術的には可能だろうというふうには考えておりますが、実際に事業として

取り組むかどうかというところまでは、まだ検討が及んでいないというところでございます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 関連でございますが、今回の光ファイバーの敷設については、インターネ

ットを利用される方のためにまずは引くという理解でいいのかというところと、あと機械器具費で

９０万６，０００円の予算計上がされております。これについては、どのようなものを購入するた

めの費用なのか説明願います。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 光回線敷設の主たる目的としましては、伊根町の基盤整備と

いうところが目的となりますので、主たる利用は差し当たってはインターネット利用が主になるか

と思います。 

 それで、９０万６，０００円の機器についてですけれども、光回線を導入していただいた方に対

しまして「光ＢＯＸ＋」という機器を無償で配布しまして、光回線の敷設をいただく方を支援し、

回線の普及率に努めたいという思いで計上させていただいております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） すみません、光ＢＯＸ＋がちょっとよくわからないんですけれども、それ

について説明をお願いしたいのと、あと敷設に当たって、個人負担は幾らぐらいかかるようなもの

なのか、もしお示しいただけるんであれば、その辺についてもお聞かせ願います。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 光ＢＯＸ＋につきましてですが、光ＢＯＸ＋は、その機械を

テレビにつなげまして、テレビの上でホームページを見たりすることができるパソコンのかわりに

なるような機械のものです。 

 それで、個人負担につきましては、工事費については各家庭の事情で多少はあるものと思います。

通信費につきましては、年間６万円程度が個人負担になるものかと思っております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 光ＢＯＸ＋は備品ということの理解でいいということは、町の資産として

各家庭に置かれるという理解でよろしいですね。 

 あともう一つ、加入率を３５％以上というふうにお伺いしております。これ、加入率が、もし逆

に加入率が割った場合、補助金というのはもっと必要になってくるのか、そのあたりを説明願いま

す。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 光ＢＯＸ＋につきましては、町の備品をお貸しするという考

えでございます。 

 それから、加入率３５％の件ですけれども、光の敷設は、まだ事業者のほうで事業化は決定はい

ただいておりません。町やその事業者を含めまして、加入率３５％が確保できるということを前提



9 

に事業化が決定いただけるということでございまして、町も加入促進に協力をしていきたいと思っ

ております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） となりますと、具体的に光ファイバーが敷設されて運用開始になるという

のは、今現在では到底、年度内にはいけるぐらいではなく、皆目見当がつかないという理解でよろ

しいんでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 想定なんですけれども、４月の時点で事業化の決定がいただ

ければ、１２月に基地局整備が終了できるというスケジュールになるようです。そこから各家庭へ

の枝線の配線が始まるという工事のスケジュールになると伺っております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １２月で、それから各家庭への配線ができるとなると、まあその各家庭の

事情にもよったりとか工事の進捗とかにもよると思うんですが、年度内にぎりぎりつながるかどう

かという理解でよろしいですかね。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 基地局からの整備につきましては、事業者のほうでどこの地

区を取りかかられるかとかいう判断があるようですので、町のほうでいつと申し上げることは難し

いかと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 休憩します。 

休憩 １０時２３分 

再開 １０時２８分 

○議長（泉 敏夫君） 再開いたします。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかに質疑はありませんか。８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） ４０、４１ページの企画費のほうで、車両を購入されるということで全協

のほうでもちょっとお話があったと思うんですが、ハイブリッドの４ＷＤ車を２台購入されるとい

うことをお聞きしておるわけですけれども、まだ車を更新するに当たりまして、電気自動車、町に

もその電気設備が、充電設備も整ったわけですけれども、今後はそういった電気自動車を購入する

というお考えはないんでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 倉会計管理者。 

○会計管理者（倉 正人君） 今回は、町外へも充電器のないところへも出張によく使うようにす

るために電気自動車は選びませんでしたが、訪問活動車とか往診車は今後検討していきたいと考え

ております。 

○議長（泉 敏夫君） ６番、大谷功君。 

○６番（大谷 功君） ６４、６５ページの３款民生費 １項社会福祉費の社会福祉推進事業です。 

 福祉有償運送の補助金が、ことし、ここから消えとるわけですが、これはまた事業が別なところ

に行ったのか、もうなくなったのかというのが１点。 

 それから、６８、６９ページの３款民生費 ４目高齢者福祉費の高齢化対策推進事業で、ここ数

年、買い物支援バスを運行されて、その運転手の賃金等、ここで計上されとったわけですが、これ

も消えてなくなっとるんですけれども、どっか移動になったのか、それとももう事業を廃止される

のか、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 石野主幹。 

○総務課主幹（石野 靖君） ただいま、福祉有償の事業と介護支援の事業のことでご質問があっ

たかと思うんですが、どちらの事業も３月補正で、交付金対象の事業として、１３カ月予算といい

ますか、実際は繰り越して実施するということで、２７年度で使う見込みで３月補正のほうに計上

させていただきました。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ４５ページのまちづくり推進事業、活き生きまちづくり応援基金活用補助

金、民都機構の分の１，０００万という形で今年度上がっております。事業予定、今現在であるの
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であれば公募をしてという形でしょうが、あるのであればお聞かせ願います。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 現在、１件相談は受けておりますが、実施されるかどうかと

いうところはわかりませんが、１件の相談を受けております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） ４１ページの地方バス路線対策費です。 

 ２００円バスのことだと思うんですが、見ていますと観光客なんかも大変多く利用されているよ

うですが、成果のほうがわかりましたらお知らせ願いたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 平成２５年１０月から２００円バスを実施しまして、利用人

員につきましては約１．５倍になったという報告を受けております。 

 運賃収入につきましては、２００円に低減したことによりまして約７５％に落ち込んだという報

告を受けております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ５１ページ、顧問弁護士委託料、今現在、伊根町は京都市内の弁護士事務

所と顧問契約をされているというふうにお伺いしました。北部に法律相談センターとか弁護士さん

も着任されております。私思うに、近いほうが相談もしやすく、いいのかなというふうに思うんで

すが、このあたりについて見解お聞かせ願います。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵総務課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいまのご質問ですが、まさに濱野議員のおっしゃるとおりでして、

顔を合わせて相談する場合は近くの事務所があったほうが当然相談しやすいということになると思

います。ただ、そこで業務をされる時間ですとか、現在、お１人で弁護士の先生、業務しておられ

るというふうに聞いております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 丹後ですか。今４人常駐しています。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） そうですか、失礼いたしました。私の認識が不足しておりまして申し

わけございません。 

 現在、私どもで契約させていただいております事務所も４名の弁護士と、そのほか事務員複数と

いうことで、常に電話では確実にお答えをいただけるような体制になっております。 

 また、京都も、割と現在、近くなった関係もございまして、これまでの従来の流れの中で継続し

た、非常に心安く相談させていただけるという関係が構築できておりますので、こういった場合、

込み入った相談や何かもさせていただく関係もありまして、なかなか新たに別のところにというこ

とに踏み切れていないという状況でございます。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 予算書６５ページの民生費、社会福祉費のくらしの資金貸付事業で６０万

計上されておるわけですけれども、以前お聞きしましたところ、生活保護、生活困窮者の方に対し

ての貸付金というふうにお伺いしておるんですけれども、これ上限が幾らだったのかと、あと何名

というか何件ぐらいの予定でこういう予算を組まれたのか、ちょっと教えていただきたいんですが。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） １件１０万円の６件分を計上しております。現在、貸し出しにつ

いては１０件程度ございます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ７７ページ、児童福祉施設費、こちらのほうの時間外勤務手当が昨年度

１０万円から一気に１００万円と１０倍にふえております。３月補正の関係でも同じようにふえて

おりまして、その中では何か研修会で発表しないといけない、その研修費用を今回組んだんだとい

う説明いただいたんですけれども、当初予算についても同じような内容でございますでしょうか。 

 また、その発表するという内容を、もう少し具体的にどんなことをされるのか、２８年度される
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のか、もし同じ事業であれば、その辺お聞かせ願います。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 濱野議員のおっしゃるとおり、同様の人権研修に対する時間外の

手当でございます。保育を実施しながら発表の準備をせんなんということで、どうしても時間外に

打ち合わせ等が発生するということになっております。 

 現在、テーマにつきましては、子供の支援が必要な方の対応の仕方についての研修と発表を予定

しております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ありませんか。６番、大谷功君。 

○６番（大谷 功君） ４６、４７ページの２款総務費 ９目交通安全対策費の細かいことを伺い

ますが、負補交、細節１１の消耗品費、例年ですとこれが二十数万、３０万程度なんですが、大き

く８３万円になっているんですけれども、これの中身について教えていただきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵総務課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 消耗品の中身でございますが、今回、公衆街路灯をたくさん計上させ

ていただいております。 

 例年、当初予算で２０台程度分だったと記憶しておりますが、平成２６年度は老朽化したものに

ついては順次ＬＥＤ化を図っていくということで、２６年、非常に多くのご要望いただいて、補正

を２回ほどさせていただきました。従来ですと、ここで蛍光灯の交換ということになっておったん

ですけれども、機器の老朽化したものについては全体の灯具を交換するということなんですけれど

も、今回、ＬＥＤ化を進めていくということで、特に老朽化の進んだものにつきましては適宜ＬＥ

Ｄの灯具に交換しております。それで、若干値段も蛍光灯のものよりも高い状況でございます。 

 そういった関係で、例年よりも大幅な予算増になってございます。 

○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） 今のその言われた器具の老朽化の判断はどこでなされるのか、ちょっと教

えてほしいんですけれども。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 区長さんからご連絡をいただきます。それで、区長さんのほうから公

衆街路灯の交換の依頼書をいただきまして、それを受けて、私どもの職員が直接現地に赴きまして、

目視確認でさびの状況などを確認させていただいております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ９１ページの不法投棄対策事業、昨年度から通年実施になされたわけでご

ざいます。 

 海岸漂着物地域対策推進事業補助金が充てられているんですけれども、伊根浦公園の、昨年も言

いました伊根浦公園の前ですね、ごみが寄せられてきており、非常に公園として、写真を撮るとき

にすぐ下を見るとごみがいっぱいなんですよね。 

 これについても、せっかく海岸漂着物の補助金使われているわけでございますので、海について

も何とか、その全域とするのは難しいかもわかりません、公園とか地域を絞ってでも清掃のほうに

当たっていただくような形にはならないのかお聞かせ願います。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 濱野議員おっしゃいますとおり、伊根浦公園の周辺で確かに海底

に空き缶が沈んでいるようなものが見受けられるのはちょっと確認をさせていただいておるところ

です。ただ、行政が直接海岸・海底にあるごみをということになりますと、なかなかそこの境が難

しゅうございますので、全ての海岸線をということにもなりかねませんので、十分慎重に考える必

要があるかなというふうに考えております。 

 ただ、行政としても一定の考え方を持って当たりたいというふうに思いますが、当面は例えば海

の京都事業なり舟屋群の景観保全等の団体等ともちょっと相談させていただきながら、特に伊根湾

については舟屋群の景観でたくさん観光客も来られますので、そういった方々ともちょっと行政、

一旦協議させていただくなりして、海岸の周辺の清掃についてもちょっと考えていきたいというふ

うに考えておりますので、もうしばらく時間をいただきたいというふうに思います。 
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 また、もしできますことであれば、この不法投棄対策の中で一定の、もし仕事が行政の中ででき

るという判断ができた場合には、こちらのほうの活用も検討してまいりたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ４月の終わりにはにっぽん丸が伊根町に寄港されて、伊根浦公園付近に船

をまた着けられるわけですよね。何百人という方があそこに来られて、今の状況で空き缶とかごみ

が現在でも既によく見える。岸から、タモですくうこともある程度はできると思うんですね。 

 日本で最も美しい村と名乗る以上、そういったことに対しても一定本当に整理をいただいて、き

れいな伊根町にお迎えするような仕組みをとっていただきたいなというふうに思います。 

 あともう１点、８７ページ、診療所あり方検討事業でございます。 

 毎年、予算計上されておりまして、３月に今度、会議が開催されるというふうに聞いております。

今回の２７年度当初予算では、どのような方向性といいますか形を、最終年度にするのか、そうで

もなくて、まだ継続して２８年度、２９年度、延々と続いていくものなのか、その辺について説明

を求めます。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 濱野議員ご質問の診療所あり方検討事業についてでございます。 

 予算編成段階では、なかなかこの診療所のあり方検討の方針というんですか、方向性、どこまで、

町長から諮問を受けておりますので、どこまで答申として返す必要があるのだろうというようなこ

とで、まだまだ先が見えにくかった部分がございますが、なかなか、診療所のあり方の細かいとこ

ろまでいくと、もう数え切れないほどの検討課題もたくさんありますが、一定の大きな方針だけを

例えば答申する方向もあるんじゃないかなというふうには、委員の方々、１月に開催した段階でご

認識をいただいたんではないかなというふうに考えておるところでございます。 

 よって、この３月の年度末ぎりぎりにはなりますが、再度、診療所のあり方検討会、今、開催の

予定をさせていただいて、委員にもご案内をさせていただいておるところですが、そこで委員の皆

様方から一定の答申の内容についてご確認がいただけるんであれば、一旦診療所のあり方検討会と

しては、ひょっとしたら２６年度の部分で一定の区切りをつけさせていただくことができるのかも

しれないというふうに事務方としては考えておるところでございます。 

 ただ、委員の皆様方の十分な検討が必要ですし、さらに診療所のあり方検討会としての一定の見

解が出た後でも、もちろん細かな診療所のあり方について、多くの課題・現状把握等も必要でござ

いますので、その後もこれからの伊根町の診療所を考えていく上ではまだまだ検討する部分は、細

かな検討をしていく部分はございますので、それは引き続き検討することになろうかと思います。 

 よって、２６年度で仮にあり方検討が一定の区切りができた場合には、２７年度のこの予算にい

ただきましたあり方検討会については、ひょっとしたら形を変えてのという使途になるかもしれま

せんので、そのあたりご承知おきいただきたいというふうに考えております。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 関連質問なんですけれども、私もこの間、あり方検討委員メンバーになり

まして、初めて参加させていただいたわけなんですけれども、大枠の部分というのは、確かにある

程度、成美大学の先生のお話であるとか与謝医師会の中川先生のお話やとかご提言等もいただいて

おるんで、ある程度、本当に大枠のほうでは決まっていると思うんですけれども、なかなかこの重

要なテーマで来ていただいているメンバーの先生方を見ると、どうしてもふだんお仕事されている

んで、夜の開催ということで限られた時間、非常に限られた時間で、短い時間でなかなか難しい話

をしている検討委員会なんで、今、上山課長のほうからおっしゃっていただきました、２８年度す

るならば形を変えてということは、メンバーをかえて、今策定している検討委員会の大枠の方針を

もとに、もう少し集まりやすい町内のメンバーでやるというような形での会議のなり方になるやも

しれないという認識でよろしいでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 先ほど和田議員からおっしゃっていただいたとおりの内容だとい

うふうに考えております。よく町民の皆様のご意見も聞きながら、よりよい診療所のあり方を検討
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していく、継続して検討していく必要があるというふうに認識をしております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） ８３ページの母子保健事業ということで、不妊治療の助成費が出ておるわ

けですけれども、昨年度の実績といいますか、どれぐらいの方が利用されておられるのか、また夫

婦で、男性の方もこれ利用できるんですよね。お聞きしたいです。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 昨年度は、ちょっと記憶あれなんですけれども、２件、一般の不

妊治療はあったと記憶しております。 

 あと、男性不妊治療につきましても、１０月から補助対象にすることとしておりますけれども、

そちらのほうの利用はございません。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。質疑がないようであります。これで質疑を終

わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ここで休憩したいと思います。１１時５分までを休憩にしたいと思います。 

休憩 １０時５１分 

再開 １１時０５分 

○議長（泉 敏夫君） 再開いたします。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、第５款労働費から８款土木費を対象として質疑を行います。２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） ９９ページの新規就農総合支援事業なんですけれども、ここ二、三年度中

に就農希望者とかがあったのか、もしあったなら、その経過等をちょっと教えてほしいんですけれ

ども。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 研修ではなく、就農のほうでございますか。 

○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） 新規就農の希望者です。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 今回計上しておりますのが新規就農ということで、説明いたしま

したように、今回の予算については、夫婦で就農される方が２組、それから個人の方が１人という

ことで３組の就農を計上しております。 

 最近では、大体２組から３組、同じような内容で就農されておりまして、その方々が最長５年ま

で就農できると、４５歳まではいけるということですので、その方々が推移しているというふうな

状況でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） 今、就農されておる方以外ではそういう例がなかったですか、希望します

という方が。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 昨年ありましたが、２７年度からは所得の制限がついてまいりま

したので、それにぎりぎりの方、該当される方はおりましたが、本人から申し出がありまして、私

は要りませんということでおりられた方もおられます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １０９ページ、漁業開業支援事業、今回、私、この当初予算で一番うれし

かったのがこの事業です。漁業者の支援ということで、新規就業について踏み込んでいただいて、

国や府より先にこうやって予算を組んでいただいた。本当にありがたいことと思っています。 

 当初の初期費用として３００万、船の購入とかそういったものに充てる費用ということをお伺い

しております。具体的に、タイムスケジュール的に、いつごろからこういった事業を、４月からこ

ういった事業がありますよと広く周知していくのか。 

 また、空き家の場合には空き家バンクという制度もあります。伊根町内、ずっと見ていくと、も
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う使われていない船舶なんかも見受けられるケースもやっぱり中にはあるんですね。そういったも

ので、空き家バンクと同じような仕組みで、船バンクですか、船舶バンクですか、そういったこと

も一つとしては考えられていけるのかなというふうに思ったりします。 

 あと、漁具なんかについても同じようなこともできるのかなというふうに思うんですが、具体的

にもう少し、こういったことを取り組んでいくということを細かくちょっと教えていただけません

でしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 全協でもご説明いたしましたように、今年度の予算については初

期投資分の支援事業ということで、１件分３００万を計上しております。 

 また、今回、町長が打ち出した事業としましては、２７年度から始まります海の民学舎の研修を

受けた方、これは２年間ありますので、実際に就業されるのは２年後、２９年度以降だと思われま

す。 

 また、現在、京都府の事業を使って漁師さんのモーターの弟子になって研修を受けておられる方

がございます。これについても該当するということで、この方ももう１年研修するようなことを聞

いておりますので、実際にはこういう研修を受けられた方が新規に就業されることは今年度はまだ

ないのかなと思っておりますが、そのほかにも、例えば息子さんとかそういう方々が新たに親の後

を継いで個人事業をやるという方にも支援できるようにということでこの制度を立ち上げました。 

 具体的なスケジュールといいますか、もう４月から使えるような制度にしていきたいと考えてお

りますので、要綱がしっかりと定まり次第、広報してまいりたいと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 今の説明ですと、海の民学舎に入校されていない、卒業証明というんです

かね、そういったものがない方も一応対象にはなるという理解でよろしいんですか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 基本的には４５歳未満で対象にはなりますが、漁業を営むには漁

業権が必要になりますので、すぐに都会から来られて漁業権取得というのは、現在の状況では、京

都府漁協では難しい実態があります。 

 ただ、先般、京都府漁協のほうでも少し緩和策を考えていただきまして、この方なら大丈夫かな

という審議会を毎年春にしていただきますので、そこで、伊根町は漁業権の取得価格が大変高いん

ですが、それの５分の１程度を前金で払えば、あとは５０年間働いて少しずつ積み立てていけばい

いような対応をしていただけるように聞いておりますので、大分緩和されたと思いますが、やはり

漁業権が一番のネックになるかなと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） となると、この就業支援とかについては、漁業権があるかないかというと

ころがまず条件として上がってくるという理解でよろしいでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） はい、そのとおりでございます。組合員、準組合員の別は問いま

せんが、漁業権取得見込みという京都府漁協の確認が必要となります。 

○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） １０５ページの林業振興費の有害鳥獣対策事業なんですけれども、２８年

度より新規導入される電気柵、鉄柵の際には近くに捕獲檻を設置しなければならないと義務づけら

れるということをお聞きしとるんですけれども、現在ある檻の数でそれが足りるのか、また新規に

導入されるのかお聞きしたいんですけれども、そういうあれをちょっとお聞きしとるんです。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） おっしゃいましたように、今回張られる柵の付近に捕獲檻を設置

いうことが指導されております。 

 現在、檻の状況でございますが、六十数基保管しておりますが、ほとんどが各地区に設置してお

ります。今回、新たに１０基程度、３月いっぱいでまた製作予定としておりますが、これについて

も設置地区がほぼ固まっておりますので、新たな電気柵の周りに設置するための檻というのは新た
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に導入する予定はしておりませんが、猟友会さん等と協議をしまして、その近くの檻を移動するな

りして調整してまいりたいと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） 同じところなんですが、有害鳥獣対策事業費ということで、大変毎年猿や

イノシシといったところで困っておるわけですが、シカ捕獲強化事業報償金ということで４万円上

がっておりますが、これの説明をお願いします。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） これにつきましては、国の補助事業でございまして、鹿の捕獲し

た場合も報償金が出るということで計上しております。１頭当たり８，０００円だったと思ってお

ります。一応５頭分上げておりますが、昨年も計上しておりましたが、執行はしておりません。 

 ただ、近年、鹿の鳴き声、被害等もあるということで、そろそろ出てくるかなということで、昨

年も実績はありませんでしたが計上しておりまして、ことしも同額、５頭分相当を計上しておりま

す。 

○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人君。 

○２番（藤原正人君） １１１ページの水産業費の漁港管理事業なんですけれども、本庄浦漁港の

河口のところなんですけれども、そこは毎年、出港の際、困難ということで砂を揚げておるんです

けれども、毎年のことなんで、さあ出ようというときに、特に潮が引いたときなんかは出られない

状態が続くわけなんですけれども、いつでも出漁できるように、町より中古のユンボでも購入して、

除去作業を地元の委託いう格好は可能なのですか、無理なのですか。地元の方にも、免許資格持っ

ておられる方もおるんで、いつでもできるような対応がとれたらなとずっと思っとったんですけれ

ども、可能なのか、難しいのか、ちょっとお聞きしたいです。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 以前は、地元のほうでも中古の掘削機械を所有して、出漁したい

ときに出られない場合に掘っていたということがございました。 

 今の、同様にそういうことができないかということなんですが、まだご要望がないので検討はし

ておりませんが、そういう購入支援がないかとか、そういう要望をいただいたときは検討してまい

りたいと思います。 

 また、今年度予算でも計上しておりますが、機械借上料とか浚渫費用をそのあたりで計上してお

りますが、今までは業者に委託をして、１回当たりの浚渫料が高かったんですが、地元のほうも運

転手は地元でやりますので、機械のリース料だけ出していただけないかということで、そういうよ

うな予算組みもしておりますので、大分回数的にも浚渫回数がふえるような予算組みとしておりま

す。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １１５ページ、誘客対策事業、にっぽん丸のセレモニーということで昨日

お伺いしております。 

 具体的にどのようなものを開催して、今報道されているような、何人の方が来られて、どこに船

を着けられるのか、その辺について説明求めます。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） ４月３０日のにっぽん丸の寄港についてですけれども、伊根

町のほうから船会社のほうには、七面山物揚場にテンダーボートを接岸してはどうかという打診を

しております。その場所でおもてなしをさせていただき、出航の際に地域演芸の披露をいたしたい

と思っております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） おもてなしという大きなくくりでされましたので、おもてなしとは一体何

なのかというのが今の説明ではちょっとわかりかねます。 

 あと、地域演芸、どのようなものを、今現在でもう既に恐らく、もう４月３０日でございますの

で、団体のほうにも当たられているとは思うんですが、とめていただいても結構ですので、説明を

お願いします。 
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○議長（泉 敏夫君） 休憩します。 

休憩 １１時２０分 

再開 １１時２４分 

○議長（泉 敏夫君） 再開いたします。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 引き続きご質問ありましたらお願いいたします。３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １１９ページ、観光施設整備事業、こちらの伊根浦公園前の車庫を解体さ

れるというふうに説明を、一部として受けました。そこを駐車場にされるんだということをお伺い

しました。 

 これ、スケジュール的には、一体いつごろに車庫の解体を始めて、駐車場地として整備されるの

か、またこのところには電柱なんかを移転しないといけない部分も多分あったと思います。あと、

防災無線のアンテナなんかもあるんですかね、たしか。その辺の絡みで、取り壊したことによって

電波の入りがよくなったりとかいうことで障害が出たりとか、その辺はあるんでしょうか、お聞か

せ願います。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 解体に当たりましては、議員がおっしゃいましたとおり、ま

ず電柱の移転を関西電力のほうに依頼したいと思っております。その状況を見まして、事業着手に

かかりたいと思っております。 

 それから、防災無線のアンテナにつきましては、既に伊根小学校のグラウンド敷地内に整備して

おりますので、今回の解体工事には支障がないものと思います。 

 それから、今回のこの事業につきましては、まず駐車場を整備するというものではなく、解体し

た後、当面の間、駐車場として利用したいという考えでございます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 車庫には消防車庫も含まれるという理解でよろしいでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵総務課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいま、第１分団の消防ポンプ自動車の車庫がございまして、これ

も一連のものとして解体をさせていただきたいというふうに考えております。 

 消防車庫につきましては、移転を考えております。ただ、新築という形になるかどうかといいま

すと、なるだけ経費のかからない形で、なおかつ出動しやすいということを想定した移転を、一定

消防団の幹部の方々とは内々にお話を進めておるところです。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 移転ということですので、その部の範囲内でどこかの消防車庫を使って、

そこを２階建てにするのかどうかわかりませんけれども、そういった形がとられるのかなと、予算

計上されていませんのでと思うんですけれども、車庫と消防車庫は潰す。 

 その横の書庫がありますよね。これについては、そのまま残るという認識でいいのか、また何か

計画みたいなのがあって、それも踏まえた上での車庫の取り壊しなのか、その辺についてお聞かせ

願います。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 書庫につきましては、再利用をするつもりで考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 書庫の再利用については、車庫の取り壊しと同じ時期に考えておられるの

か、また全く別に、年度も変えて計画を今考えておられるのか、お聞かせ願います。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） できれば早く行いたいという思いは持っておりますが、協議

がまだまとまっていないというところが現状でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） となると、関電さんの協議が調って、車庫の取り壊しのほうだけが先に進

むということも可能性としてはあるという認識でよろしいでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 
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○企画観光課長補佐（千賀和孝君） そのとおりでございます。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はございませんか。１番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 予算書１０５ページの農林水産費の林業費の先ほど見ました有害鳥獣対策

事業なんですけれども、１８の組合で延長約５，３０５ｍというふうにお聞きしておるんですけれ

ども、これは重立った、新規もしくはかなり延長するところの主要箇所であったら、ちょっとそこ、

どの辺になるのか教えていただきたいんですが。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 侵入防止柵設置の箇所でございますが、本庄上、本庄宇治、それ

から長延と、集落的には３集落で９団地といいますか、大体長延、本庄宇治、本庄上の集落内で設

置を予定しております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １１７ページ、舟屋の里公園管理運営費、工事請負費で、遊歩道、あと樹

木について工事を行うということでお伺いしました。 

 樹木の伐採について、いつごろを予定されているのか、下の海の京都の交流施設の関係で、それ

に合わせた形とするのか、時期的なものがもしわかるようであれば説明をお願いいたします。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 現在、遊歩道の周辺につきましては、道路防災の関係で用地

買収を行っております。その手続が済み次第、工事発注等を考えていきたいと思っていますので、

用地買収の手続が完了次第というところでございます。 

 樹木の伐採が買収後と、周辺地の買収を今やっておるところでして、その手続ができ次第という

時期になります。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 遊歩道の整備と、あと樹木の伐採が同じ時期になるという理解でいいんで

すよね、今の。用地買収の絡みがあるんで。 

 できましたら、その樹木の伐採については、今、舟屋の里公園のレストハウス前の展望台につい

ては、かなり平田側については樹木が生い茂って景観を損ねている部分があるんですね。これ、オ

ープン当初とか、以前は木を切ったりとか伐採なんかもされていたようですけれども、ここもう数

年来、そこについては管理ができていない状況で、目にしてはございますでしょうけれども、でき

ましたら、こうやって予算計上された以上、舟屋の里公園が一番人の多いゴールデンウイークに間

に合うような形で伐採のほうができればなと思うんですが、その辺いかがでしょうか。 

 また、７月には京都縦貫道もありますので、その辺も含めて、海の京都博とかもありますので、

含めて、そのあたりぐらいまでには遅くとも伐採していただけたら助かるなと、いいのかなと思う

んですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 濱野議員がおっしゃっているのは、景観を損ねている支障木の伐

採のことだと思います。 

 その土地につきましては、今回、のり面防災関係で用地買収をして、のり面対策を行うときに伐

採するという予定としておりますので、なかなか遊歩道のとき、先行してというようなことには難

しいと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はございませんか。６番、大谷功君。 

○６番（大谷 功君） １００、１０１ページの６款農林水産業費の１項農業費、京野菜生産加速

化事業です。 

 パイプハウス７棟ということですが、補助率については今までと同じなのか、また事業主体はど

こなのか、それから何戸の人がこれを建てられるのかということ、それからその上の需要対応型特

産物生産支援事業ですが、色彩選別機とトラクター用アタッチメント、パイプハウスの資材整備と

いうふうにお聞きしたんですが、パイプハウスの資材整備ということは、この事業でもパイプハウ

スが建てられるということなんでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 
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○地域整備課長（白須 剛君） 初めに、京野菜生産加速化事業の件でございます。 

 補助率は、これまでと同様に、ほんまもん京ブランド産地支援事業と中身は全く同じでございま

す。事業名が変わっただけでございます。したがいまして、補助率は５５％で同じでございます。

主体は、ハウス生産のみということで、受益者は３戸となっております。 

 また、もう１点の需要対応型特産物生産支援事業でございます。 

 これにつきましても、議員おっしゃいましたように、説明したとおり、パイプハウスの資材整備

にも経費として支援が出ると聞いておりますので、計上させていただいております。 

○議長（泉 敏夫君） ６番、大谷功君。 

○６番（大谷 功君） そしたら、需要対応型特産物生産支援事業のハウス資材は、京野菜生産加

速化事業に乗らないような小さな事業について、そこから出すという考え方でよろしいんですか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 議員おっしゃるように、京野菜生産加速化事業につきましては一

定の要件がございますので、面積要件とか受益者戸数とかありますので、今回のように７棟、２カ

年で１４棟というような相当の規模がないと補助の対象になっておりませんが、需要対応型特産物

生産支援事業につきましては、昨年の補正から上げておる事業でございますが、特にこういう振興

４法いうんですかね、過疎地域とか山間地域、そういうところの手厚い支援を行うということで要

件が大分緩和されております。 

 実際には、こんなことを言ってはなんですが、文章の書き方次第ではかなり広く受けていただけ

るような内容になるのかなと。ただし、上限額は１事業主体に１５０万が上限ということになって

おりますので、これを精いっぱい活用していきたいと思いまして計上させていただいたところでご

ざいます。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） 同じく、１０１ページの集落営農発展型農場づくり事業ということで、本

庄宇治のライスセンター稼働のため機械設備を導入されるということで、今現在、ライスセンター

の機械が使えないということで、今後、それを導入することによって使うことができるようになる

んでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） ２７年度の事業で計上しておりますので、整備が早く進めば、法

人の取り組み次第だと思いますが、秋に間に合うように取り組んでくれるのかなと考えております

が、法人、まだできたばっかりでございますので、そのあたりのスケジュールについては、まだ詳

細には決定していないのかなと考えております。 

 ただし、３月末をもって農協のほうは撤退するということですので、そうすると伊根町には刈っ

た稲を持ち込む場所がないということで、こういう地域の農業者が集まって法人をつくって、引き

続きライスセンターを稼働していこうということで立ち上がっていただきましたので、これまでど

おり使っていただけるような状態にしていただけるものと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ちょっと関連する質問になると思うんですが、議会の中で農業の法人化す

べきではないかという発言を私はずっとしてきたものがあります。 

 今回、農業生産法人ができることになった。今後、補助金をもらうためにできた団体が多々ある

わけですよね、今。それが、もう集約されてその法人に移行されていくというふうな、町としては

施策を進める予定なのか、その辺について説明をお願いします。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 補助金のための法人ではないんですが、一応事あるごとといいま

すか、総会とか会議のたびに法人のメリット・デメリット等は各団体にはご説明申し上げています。

そこで、ようやく筒川のそば生産組合が法人化されたりとか、今回新たに、当初から余りなかった

団体でございますが、農業者が集まって、本庄地区を中心とした農業者で法人ができたということ

で、これからの国の補助事業のメニューとしましても、やはりこういう団体でないとなかなか補助

が受けにくくなるのかなと考えておりますので、そういう方向に誘導といいますか、十分説明して、
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メリット・デメリットをご説明申し上げて、こういう方向になっていくのかなと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） １２３ページの道路除雪事業ですが、今回の雪で、せっかく去年完成した

大西の駐車場のフェンスが相当、除雪の雪で押されて潰れております。業者にかなりいい単価で除

雪費は出ていると思うんですが、町といたしまして、もうしゃあないということで町が直すのか、

業者に直させるのか、それとも保険があるのか、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 基本的には、この除雪の単価につきしては京都府と同額の単価を

常に採用させていただいておりますので、特に高い低いということはないかなと、近隣２市２町も

同じ単価を使っておられます。 

 今回のそういう破損した場合ですが、運転オペの過失によるものであれば会社のほうに請求いた

します。通常の除雪である場合、また今回、初めてのケースといいますか、初めての場所ですので、

特に過失がないような場合は町で修繕するということになっております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ９９ページの農業振興費、これにつきましては、給食費の無料化によって

地元産の給食利用推進事業補助金というのが廃止となっております。 

 この関係に鑑みましてちょっとお聞かせ願いたいんですが、地元産を今までから、従前から伊根

町は給食のほうにずっと出してきた経緯がありますよね。今後についても、無料化になっても、そ

れは今までどおり確保されている、補助金はなくなったけれども、確保されるという理解でよろし

いですね。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 地産地消推進事業の関係で、給食費を町で支援していたという内

容です。 

 これにつきましては、従来から学校、職場等でも地産地消推進協議会にメンバーとして入ってい

ただいております。そこで、できるだけ地域内産材を活用してくださいということで、これまでで

きなかったものについても、どういう問題があってできなかったのかというような課題も抽出して

いただいて、それが伊根町内にある産材であったら、何とかそこが回るようにならないかというよ

うな検討をしておりますので、今後もこの協議会はずっと続けてまいりますので、地域内産材の利

活用についてはこれまでどおり進めてまいりたいと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに。１番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 予算書１１７ページ、商工費の１３節の各海水浴場の施設清掃管理業務で

お聞きしたいんですが、各海水浴場もしくは公衆トイレの清掃管理業務でばらつきがあるんですけ

れども、これは建物の大きさとかシーズン間の使用期間、これによってこのばらつきがあるという

認識でよろしいんですか。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 施設の管理を委託している先による金額のばらつきでござい

ます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １１９ページ、登録制通訳サポート事業、こちら通訳案内士の資格取得補

助金、昨年度と同様、５名分が計上されておりますが、昨年以降、通訳案内士の資格を取得された

方というのは実際にいらっしゃるのか、また見込みが今年度あるのかどうかお聞かせ願います。 

○議長（泉 敏夫君） 千賀補佐。 

○企画観光課長補佐（千賀和孝君） 平成２６年度につきましては、１名の方がこの補助金制度を

使いまして受験いただきました。通訳案内士につきましては、全国でも合格率が１桁台の超難関の

資格となっておりまして、今回、伊根町で受験された方は合格できておりません。 

 来年以降につきましても、受験していただき、ぜひともこの資格を取得いただきたいと思ってお

ります。 

○議長（泉 敏夫君） 休憩します。 
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休憩 １１時４７分 

再開 １１時４８分 

○議長（泉 敏夫君） 再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １１９ページの公共土木事業の中で、屋外広告物条例の制定に向けた委員

を今回委嘱して、それで審議をしていくんだというふうにお伺いしました。 

 京都府屋外広告物条例というのが平成二十何年でしたか、できております。伊根町のほうにおい

ても、同じような規則といいますか、何かあったと思うんですけれども、これとの兼ね合い、あと

何をされるのか、もう少し具体的な説明をお願いしたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 屋外広告物条例につきましては、現在は、伊根町は京都府の条例

で伊根町内全部がその対象となっております。 

 しかしながら、京都府の条例では、市町村の解釈で市町村ごとに対応が、実際のところ、まちま

ちの状況がございます。緩いところもあればきついところもあるということで、そういうことも考

えまして、また町長の屋外の看板等の整備もしたいという考えもございまして、伊根町独自の条例

を制定して、伊根町だけの条例で規制をしていきたいということで、今回、審議会を開催する予定

としております。 

 また、伊根町では町内一律にするのか、また伊根地区は伝建の保存地区にも入っておりますので、

そことの兼ね合いをどうするのか、このあたりのすみ分けも、規制の割合も多少差をつけなくては

いけないのかなという問題とか、それとも条例ではなく、伊根地区については伝建のほうでまた協

議していただいて、そちらのほうでの決まりをもう一度さらに再整備していただくのか、そういう

ことも含めて、まだ教育委員会とも全然調整はできておりませんが、伊根町全体を、まずは京都府

の条例の縛りから伊根町独自の屋外広告物の規制の条例で縛っていきたいというふうに考えており

ます。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） となりますと、スケジュール的に言うと、２７年度中にある程度取りまと

めて、２８年３月の第１回定例議会のほうでこの条例について提案があるという理解でよろしいん

でしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 今のところ、そのスケジュールで進めたいと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。質疑がないようであります。これで質疑を終

わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 休憩いたします。午後につきましては、１時から再開いたします。 

休憩 １１時５１分 

再開 １２時５８分 

○議長（泉 敏夫君） それでは、再開いたします。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 最後に、９款消防費から１４款予備費を対象として質疑を行います。６番、大谷功君。 

○６番（大谷 功君） １３６、１３７ページの１０款教育費、１項教育総務費の細節１１節の消

耗品費、医薬材料費、フッ素化洗口ですが、去年までもずっとフッ素を使っておったわけですが、

今年度のフッ素化洗口いうやつと、違いというのはどういうものなのかなと思うんですが。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） フッ素化洗口につきましては、議員おっしゃられましたけれども、こ

れまでから児童・生徒への洗口の指導は行っておりません。平成２７年度から、新年度から新たに

取り組もうとする事業でございます。その事業に要しますところの消耗品費や医薬材料ということ

でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ６番、大谷功君。 
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○６番（大谷 功君） 記憶違いかもわかりませんが、たしか去年の予算書にフッ素という京都府

の補助がたしかあったと思うんですが、間違っとったら申しわけないです。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 今回、予算計上しておりますこの事業につきましては、今、議員おっ

しゃられましたように、京都府の補助も受けまして実施をいたしますが、前年度までは、教育委員

会部局におきましては、そのような補助を受けて事業を取り組んだということはございません。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） １３５ページ、事務局費の中の伊根町子どもの安全を守る連絡会補助金、

１０万円ついております。 

 近年、同じような取り組み、ずっとされているわけだと思うんですが、事業の中身と、あと最近

痛ましい事件が相次いでおります。学校と警察との連携とか、いろいろ今取り沙汰されております

が、それについては、この事業でそういったことを取り組んでいかれるのか、またその事件以降、

今年度については新たに何か取り組む予定があるのかどうかお聞かせ願います。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 子どもの安全を守る連絡会ですけれども、事業としましては年５回ほ

ど事業を実施いたしております。そのうち、２回につきましては連絡会の総会的なもので、年度の

事業計画なり予算審議をしていただいております。そして、２回ほど防災のパトロールを実施いた

しております。 

 この連絡会は、子供たちの登下校の見守りというふうなところを主に取り組んでいる事業であり

ます。また、防犯・安全セミナーというものもこれまでから実施をして、この宮津管内の防犯の取

り組みとか、そのような形で保護者、また教員のほうに周知をしているということでございます。 

 昨今の痛ましい事件等につきましては、この連絡会とは切り離した形で、学校のほうには教育委

員会のほうから指示をし、子供たち、また保護者の皆さんにそのあたりの周知はしていっていると

いうところでございます。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 予算書１４２、１４３ページ、教育費の小学校費の１８節の教材で、さっ

きの説明会でｉＰａｄを７台購入して教育のほうに役立てるというふうにお聞きしました。 

 説明会のほうでは、詳細はまだ決まっていないんですけれども、とりあえず１年間やって、何が

しかの効果等があれば、ほかの２校にも継続して普及させていくように検討していきたいというふ

うにお答えいただいておるんですけれども、このｉＰａｄ７台というのは、学年はもう１年生から

６年生を含めて、これを使用してというような事業内容になっておるんでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） ｉＰａｄ導入は、伊根小学校を、町で言いますと研究指定校みたいな

形で、機器を購入して学習に活用していくということでございまして、現在２台あります。 

 新たに７台購入して、担任の先生を含め、教頭、校長も含めた中での機器の活用というふうなこ

とで進めていきたいというふうに考えております。 

 例を申し上げますと、体育の時間にｉＰａｄを持って、そしてダウンロードしてきて音楽を鳴ら

して、そこでダンスをさせるとか、現在、これまではＣＤなんかを先生がわざわざスイッチを押し

に行って、帰ってきて指導すると、ボリュームの音量も、行っては上げて下げたりとか、そういう

手間もあったわけですけれども、それがもう手元で一瞬にして行える。また、先生が画像を撮って、

子供たちにその状況を見せて、そして指導もできるというのが体育の授業でありますし、通常の授

業でありますと、問題をまたダウンロードしたりしまして、子供たちに黒板を使ってそこで学習さ

せると、そういうふうな形で取り組んでいきたいというふうな学校のほうの要望もございましたの

で、それを受け、伊根小学校で実践的に取り組んで、それを２７年度中に本庄小学校、伊根中学校

にも波及をさせていけたらなというふうに考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） １３８ページの旧本庄中学校管理費ということで、草刈り業務１万

２，０００円予算が組んであるわけですが、グラウンドだとか学校の周りだとかを草刈ったりされ
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ると思うんですが、これくらいの予算でどの程度のことをされるんでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 本庄中学校の周辺の草刈り業務ですけれども、現在考えておりますの

は、年に２回か３回ぐらいの時期に草刈り業務をするぐらいで、あとは教育委員会事務局なりで

日々の周辺の管理等を行っていきたいなというふうに思っております。必要に応じて、草刈り業務

については実施をしていきたいなというふうに思っております。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） グラウンドについては、かなりあそこのグラウンドは草が生い茂りやすい

といいますか、フェンス際とか、かなり草が生い茂りやすいんですけれども、グラウンドについて

はどうですか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 旧本庄中学校のグラウンドにつきましては、府道のすぐ横にあります。

通られる方も大変気にはされているというふうなことで、グラウンドの管理はしっかりとやってい

きたいというふうに思っております。 

 グラウンド周辺の草刈りにつきましても、先ほど申しましたように、草の状況なんかを見ながら、

その都度実施していきたいなと思っておりますし、グラウンドにつきましても、スポーツトラクタ

ーで除草なんかも行っていきたいなというふうに思っております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。１番、和田義清君。 

○１番（和田義清君） 予算書の１５０、１５１ページの社会教育費の１０款教育費、伝統的建造

物群保存事業で５，２５０万の予算が上がっております。 

 説明のほうでは、１４件予定ということで、予算のほうは前年度より１０７万ほど減額になって

おるんですけれども、実際１４件、改装なり改築の工事金額の予定で多少は変わってくるとは思わ

れるんですけれども、この１４件やったとして、大体何割ぐらいまで、要望といいますか予定の、

改装なり改築の完成予定になるのか、もしわかったらお聞かせ願いたいですが。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） ２７年度の事業計画を立てていく中で、要望としましては２０件ほど

ございました。そのうちの１４件というふうなことですので、７割というふうなことになります。 

○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） すみません、同じ関連した質問なんですが、伝建物の、この間、火災がご

ざいました。伝統的建造物群の保存事業が始まったころには、建物の基礎については補助はしない

ということだったんが、補助が出るようになりました。 

 それで、火災の類焼を避けるために不燃物を壁の内部に張るようなことに補助ができないかとい

うようなことを考えますが、この点についてはどうでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 確かに、議員おっしゃいますように、伝建地区でこの間の火災で類焼

が一番怖いわけですけれども、今おっしゃられました補助事業の中で、不燃材を使用してというこ

とは現在のところは考えておりませんし、全国的なことを調べているわけじゃないんですけれども、

そのようなことはないというふうに思っております。 

 この伝建地区に限って言いますと、防災計画というものを２７年度に計画したいなというふうな

思いを持っております。その中で、どのような形で防災ができるのか、例えば板の厚みを、これま

で例えば１０センチだったものを２０センチ、３０センチの厚みにするとか、板の表面に防火材い

うんですかね、塗料を塗るとか、そんなようなことも考えられるのじゃないかなというふうな思い

は持っております。そのようなものも含めた計画というものを、今年度、作成していきたいなとい

うふうに思っております。 

 それで、その関係につきまして、当初予算のほうには予算計上はいたしておりませんけれども、

予算編成時期にはまだそのようなことを考えておりませんでしたが、今回の火災も受けまして、国

のほうからも防災計画の計画をというふうな意見をいただきましたので、できましたらまた６月か

９月の補正にでもそのあたりの予算の要求はさせていただきたいなというふうに思っております。 
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○議長（泉 敏夫君） ７番、佐戸仁志君。 

○７番（佐戸仁志君） もう一つ、伝建物に関してなんですが、最近、木建にされて、サッシをや

めて、見た目も古風な感じのええ家が改修でいろいろとできていますけれども、全体の見た感じが

黒を主体にした伝建物とか、立石なんかでこの間ごろできたのはオレンジっぽい建物の家とか、今、

日出地区でやっている建物はピンクっぽい色の建物とか、瓦の色は統一されているんですけれども、

外壁に関して、そういうさまざまな色を使われるのに関しては、規制というか何も考えていないの

かどうか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 外壁につきましては、基準の中で茶色または黒だったと思いますけれ

ども、そのように基準を定めております。 

 壁につきましては、この伝建制度につきましては、以前の色が、例えば日出のピンクの壁につき

ましては、以前がそのような色だったというところから、完全な復元ではございませんけれども、

復元をしていくという、旧来の形に戻していくというふうな事業の取り組み内容でございますので、

そのような形で、その家がこれまでから持っている特徴というものを再現し、今後もその家の特徴

を残していくと、そういうふうなところから、家によっては、また場所によって壁の色が違うとい

うふうなことが出てくることが今後もあろうかなというふうに思っております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ありませんか。８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） １４１ページのスクールバス運行費、この中に修繕費、修繕料というのが

上がっております。また、１４５ページのこっちでもスクールバス運行費の修繕料というのがある

んですが、これの説明を求めたいんです。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） まず、１４１ページの修繕料につきましては、小学校のスクールバス

でありまして、定期点検を含めたその中で修理箇所が生じれば、そこでその修理代というふうなこ

とです。 

 １４５ページのスクールバスにつきましては、中学校の２台のスクールバスでございまして、小

学校と同様に点検等がございますので、その時点での料金というふうなことでございます。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） コンピューター教育推進費で、今年度、小学校、中学校ともにフィルタリ

ングシステムを導入されるということでございます。あと、教育関連施設でパソコンを開放してい

るところ、使っているところ、子供たちが使えるところとなると、そこの図書情報室があろうかと

思います。 

 それについて、フィルタリングシステムはどのような形になっているのか、また、まだ未設定で

あれば、今後そういったことも含めて検討していくのかというところと、もう１点、ちょうど平成

１７年に重伝建のほう、指定されまして１０年たとうとしております。その中で、重伝建家屋、何

件中何件ぐらいが修景が済んで、今現在の進捗状況なんかをご教示いただければなと思います。 

 また、１０年という節目の年になりますので、それについて何か考えが、その先の１０年を見据

えた検討としては先ほどの防災計画も含まれるかもわかりませんが、何か検討されているんであれ

ば説明を求めます。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） 初めのフィルタリングの関係でございますけれども、ほっと館の図書

情報室に１台、パソコンを設置しております。 

 このパソコンにつきましては、フィルタリングの導入はいたしておりません。 

 現在の利用状況なんですけれども、１８歳未満の方の使用というのは本当にごくわずか。先日、

ちょっと調べたんですけれども、お１人の子供さんが２回という、今年度につきましては、そのよ

うな状況でもありますし、仮にフィルタリングをかけるとしますと、一般の成人の方の利用に制限

がかかってしまうというようなこともございますので、そのあたりがあるということで、フィルタ

リングについてはかけていないというふうな現状をご理解いただきたいというふうに思います。 

 今後につきましては、管理人に、使用される子供さんというものは名前を書いていただいたり、
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使用する時間なんかの制限も管理人のほうからしております。そのあたりで、一定のパソコンを使

う時間の制限をできることによって、長期間使っていろんなサイトに入っていくということは少し

は防げるのかなというふうにも思っております。 

 今後につきましては、状況を見ながら、そのあたりについては検討していきたいなというふうに

思っております。 

 それから、２点目の伝建地区、伝建の修理の関係ですけれども、平成１７年から１０年たって、

現在のところでいきますと、件数的には２６年度が終了いたしますと合計で９４件ということでご

ざいます。全体の建物からいいますと、伊根地区、母屋、舟屋、蔵、土蔵、その他の建物を入れま

すと１，０００件を超えてあるわけです。その中には、伝建物、非伝建物というのがございますの

で、今９４件と申しましたのは、合わせての９４件です、伝建と非伝建と。合わせての９４件の修

理件数でございますので、仮に１，０００件ありますとすると、そのうちの９４件、１００件にも

満ていかない、１０％にも満たしていないというふうな、そのような状況でございます。 

 １０年という節目の年を迎えておりますが、特にそれにかかわって、今年度、何かというふうな

ことは計画はいたしておりませんけれども、先ほども申しましたように、火災というふうな悲しい

事件があったということで、先ほど申しました防災計画を樹立して、今後そのようなことを防げる

ような、そんな対策を講じていけたらなというふうには考えておりますが、現在のところ、それの

ほかに何か特にというようなことは考えておりません。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。８番、上辻亨君。 

○８番（上辻 亨君） １３１ページの消防施設管理費ということで、テレビの受信料が上がって

おります。これは、ＮＨＫの受信料を払っておるわけじゃないですね。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵総務課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ＮＨＫ受信料を支払っております。 

 これは、消防団の詰所に、各分団ごとに一つずつは情報収集用、災害等、台風等に備えて待機さ

れる場合に天気予報やなんかをごらんいただいておると、この場合の必要な受信料ということで負

担させていただいております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第３ 議案第３号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第３、議案第３号 平成２７年度伊根町国民健康保険特別会計予算を

議題とし、これから質疑を行います。 

 なお、質疑は、慣例により国民健康保険特別会計事業勘定の歳入歳出予算を一区切りとし、伊根

診療所勘定歳入歳出予算及び本庄診療所勘定歳入歳出予算を一区切りとし、合計二区切りとして行

いますのでよろしくお願いいたします。 

 それでは初めに、国民健康保険特別会計事業勘定の歳入歳出予算を対象として質疑を行います。

質疑はありませんか。質疑がないようであります。これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、伊根町診療所勘定歳入歳出予算及び本庄診療所勘定歳入歳出予算を対象に質疑を行います。

３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 今年度につきましても、診療所への常勤医の着任はないと、年度期間中な

いという理解でよろしいでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 来年度、平成２７年度の途中からでも常勤はどうかというご質問

ですが、現時点ではないものと考えております。 
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○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 診療所あり方検討委員会で、この辺のことも踏まえていろいろ検討されて

いるとは思いますので、常勤の着任についてはもうあれですが、医師住宅、こちらのほうがずっと

あいている状態であります。 

 であれば、先ほど商工費の中で半農半働とかいう新たな事業もありました。短期間で、１年間着

任予定がないんであれば、１カ月とか２カ月単位で短期で貸せることも可能だと思うんですね、診

療所の住宅であれば。伊根町を体験する上で、そういったものに使用するとかいう考えはあるのか

ないのか、お聞かせ願います。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 現時点では、常勤医師の居住がまだ確定が全然できておりません

ので、医師が住居を使うということも全然決まってございません。 

 濱野議員おっしゃいますとおり、短期の利用なら本庄、伊根とも可能かなというふうに考えてお

りますので、余り補助金の縛りもないように考えておりますので、今後は伊根町の空き家対策、ま

た先ほどの短期での利用ということも含めて検討を進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 日出に設置されている住宅については、家の中から魚釣りもできるような

こと、たしかうたい文句でも上げておられましたので、ぜひ海に近い生活ができるということで、

漁業者の関係もあるでしょうし、海の民のもあります。前向きに検討いただければなというふうに

思います。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○住民生活課長（上山富夫君） 十分に検討していきたいと思います。 

 先ほど、補助等はないというふうに申し上げましたが、起債のほうについては十分配慮しながら、

利用のほう考えていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第４ 議案第４号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第４、議案第４号 平成２７年度伊根町簡易水道特別会計予算を議題

とし、これから質疑を行います。質疑はありませんか。３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） 使用料の件でお伺いいたします。 

 別荘地の水道使用料について、今後も今の形態でずっといかれる予定なのか、またせんだって資

料請求しました中には覚書のようなものもありました。これについて、どのように今現在、町とし

てはお考えなのか、ご教示願います。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 現在ある別荘地の水道使用料に絡むご質問でございます。 

 現在、その地域の代表者、管理しておられる方と協議をしております。進捗状況でございますが、

最終的には伊根町は受け取るという姿勢を向こうに示しておりまして、受け取るための資料を、こ

れこれこういうものをつくってくださいということで全て提示しました。その中で、例えば平面図

でありますとか、道路にどのような占用物件があるのかとか、そういう例示をしまして、それに基

づいて作成をしていただいておりますが、向こうの資料提出がなかなかおくれているというのが現

状でございます。もうかれこれ３年、４年目ぐらいになっておりまして、具体的な記載例もこちら

から示しておりますので、それが上がり次第、本格的な譲渡の協議になると考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ３年、４年、そういった経過でずっと向こうには投げかけているけれども

答えがない状況、もし出てきた場合には、恐らくかなりの、譲渡を引き受けた場合にしても、修繕
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とかその辺も発生する可能性はあるということですよね。その場合には、改めて議会のほうで、予

算も当然出ることでしょうし、説明いただけるという認識でよろしいでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 当然、給水区域も広がってまいりますので、そのあたりの認可申

請も必要になってくるだろうと思います。そのあたりは、また認可申請業務も予算で上がってくる

と思いますし、そのあたりも含めまして、一定整理がつきましたら報告はさせていただきたいと考

えております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第５ 議案第５号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第５、議案第５号 平成２７年度伊根町下水道事業特別会計予算を議

題とし、これから質疑を行います。質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質

疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第６ 議案第６号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第６、議案第６号 平成２７年度伊根町財産区特別会計予算を議題と

し、これから質疑を行います。質疑はございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑

を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第７ 議案第７号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第７、議案第７号 平成２７年度伊根町介護保険特別会計予算を議題

とし、これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑

を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第８ 議案第８号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第８、議案第８号 平成２７年度伊根町訪問看護事業特別会計予算を

議題とし、これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで

質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 日程第９ 議案第９号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第９、議案第９号 平成２７年度伊根町後期高齢者医療特別会計予算

を議題とし、これから質疑を行います。質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これ

で質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で平成２７年度の伊根町一般会計予算及び７特別会計予算の全ての質疑が終わりました。 

 全てを通じて何か質疑がありませんか。４番、松山義宗君。 
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○４番（松山義宗君） 教育費についてなんですけれども、この春から本庄小学校が２複式になる

と思うんですが、何かそれに携わった予算などを組まれていますか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） ２複式になるということで、特に予算は計上いたしておりませんけれ

ども、２６年度中に、２７年度、２複式に対応できるように黒板の設置とかという環境の整備はさ

せていただきましたけれども、２７年度は特に予算は組んでおりません。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。３番、濱野茂樹君。 

○３番（濱野茂樹君） ふるさと納税についてお伺いいたします。 

 最近、メディアとか通じて、特産品の豪華な懸賞合戦といいますか、そういったことがかなり見

受けられるようになってきました。 

 我が町でも特産品を、我が町の場合はそこまで豪華とは言いませんけれども、自分たちのまちに

あるものを特産品として贈呈しているわけです。 

 その中で、ふるさと納税をずっといろいろと研究とかする中で、今、新しい形としてクラウドフ

ァンディング型ふるさと納税というのが出てきています。これは、この事業に充てるから、こうい

ったことをするからという形で集める事業なんですけれども、例えば、こちら佐賀県の玄海町とい

うところであれば、１次産業活性化のために３００万のふるさと納税を集めると、そこに対して

１年間かからずに大体３０３万円集めた。 

 また、これちょっと額が大きいんですけれども、日本では年間４万頭もの犬が殺処分されている

わけですね。それに対して、あなたの税金を犬の殺処分ゼロのためにという、これもクラウドファ

ンディングで、ある町が、広島県の町でございますが、集められた。これが、５，２７４万

７，０００円集められています。 

 これについては、寄附を受けられるＮＰＯ、登録したＮＰＯが集めたわけなんですけれども、伊

根町として、例えば今現在、舟屋の維持、環境保全とかいろいろ項目は既にあります。これをもう

少し前面に出すことで、こういった事業にも、私、乗っていけるんではないかと。 

 というのも、先ほど伝建地区で火災の件ありました。そのときには、ヤフーニュースのトップ画

面に伊根町の火災が出るわけですよ。今回の教育費の無償化でも、ヤフーニュースのトップ画面に

出ました。それだけ、やっぱり伊根の舟屋というものが注目されているんであれば、それを生かし

たふるさと納税の集め方ができるんではないかと思うんですが、この辺についてお考えがあればお

聞かせ願います。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいま、濱野議員がご指摘、方法論の提言というふうにいただきま

した。 

 現時点では、そのような内容を詳しく検討したことがありません。ご指摘のとおり、今、舟屋の

保存ですとか少子高齢化対策、その中で今一番多いのが、恐らく特に指定しないでいただくものだ

ったと思います。 

 今回いただきましたご提言を十分に検討させていただいて、今後の政策展開に生かせていただき

たいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質問ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑

を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

◎ 散  会 

○議長（泉 敏夫君） 以上、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 なお、１７日の本会議につきましては休会をします。 

 最終日３月２０日は午前９時３０分から開催の予定で、冒頭一般質問を行いますのでよろしくお

願いします。 
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 ご苦労さまでした。 

散会 １３時４４分 
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